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広
島
大
学
文
書
館
は
、
平
成
二
三（
二
〇
一
一
）年
四
月
の
公
文
書
等
の
管
理
に

関
す
る
法
律
（
以
下
、「
公
文
書
管
理
法
」
ま
た
は
「
法
」
と
い
う
。）
施
行
を
機

に
、「
国
立
公
文
書
館
等
」
施
設
と
し
て
政
令
指
定
を
受
け
た
。「
国
立
公
文
書
館

等
」
は
、
国
立
公
文
書
館
に
準
ず
る
文
書
管
理
の
水
準
を
満
た
す
機
関
と
し
て
認

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
公
文
書
管
理
法
第
二
六
条
に
基
づ
き
「
保
存
及
び
利
用

の
状
況
」
に
つ
い
て
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
「
報
告
」
が
毎
年
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
こ
の
「
報
告
」
の
内
容
は
、
法
が
求
め
る
適
切
な
文
書
管
理
を
実
現

す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
「
国
立
公
文
書
館
等
」
指
定
の
際
の
指

標
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
案
と
し
て
示
さ
れ
た
調
査
票
に
基
づ

く
報
告
事
項
は
、
広
島
大
学
が
法
施
行
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
文
書
管
理
業

務
の
実
態
を
全
て
反
映
す
る
内
容
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
報
告
事
項
の

多
く
が
数
値
で
の
回
答
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
一
見
し
て
そ
の
多
寡
が
業
務
の
進

捗
状
況
に
比
例
す
る
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

本
報
告
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
へ
の
報
告
事
項
に
関
す
る
調
査
票
最
終
案
及
び

内
閣
府
よ
り
照
会
が
行
わ
れ
た
各
種
調
査
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
表
に
表
れ
に

く
い
と
思
わ
れ
る
業
務
を
中
心
に
、
公
文
書
管
理
法
施
行
一
年
目
の
現
状
と
課
題

を
ま
と
め
、次
年
度
以
降
の
文
書
管
理
業
務
の
さ
ら
な
る
効
率
化
に
つ
な
げ
た
い
。

一
、
法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
作
業

　

広
島
大
学
は
、
法
施
行
以
前
か
ら
法
人
文
書
の
適
切
な
保
存
管
理
と
文
書
管
理

業
務
の
一
層
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
文
書
館
公
文
書
分
室
を
平
成
二
二
年
度
に

開
室
す
る
な
ど
、
対
応
策
を
具
体
化
し
て
き
た
。
今
年
度
は
、
公
文
書
分
室
の
運

用
に
よ
り
、
特
に
法
人
本
部
棟
内
の
各
業
務
組
織
に
お
い
て
、
移
管
の
際
の
作
業

効
率
が
大
き
く
向
上
し
た
。
法
人
文
書
移
管
の
仕
組
み
は
、
平
年
の
文
書
管
理
業

務
の
一
貫
と
し
て
定
型
化
し
定
着
し
て
お
り
、
法
施
行
に
よ
っ
て
一
連
の
作
業
自

体
に
特
段
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
法

人
文
書
の
移
管
、
す
な
わ
ち
、
公
文
書
の
現
用
か
ら
非
現
用
へ
の
移
行
に
至
る
回

路
に
つ
い
て
、
公
文
書
管
理
法
が
直
接
的
な
影
響
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
と
い

う
事
情
を
裏
書
き
す
る
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
移
管
作
業
に
伴
う
学
内
へ
の

周
知
に
あ
た
っ
て
は
、
法
律
が
施
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
協
力
を
要

請
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
公
文
書
管
理
法
が
文
書
管
理
業
務
に
お
け
る
意
識
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改
善
と
い
う
点
に
お
い
て
、
た
い
へ
ん
説
得
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
る
。

　

本
学
の
法
人
文
書
移
管
作
業
は
、
現
用
文
書
管
理
を
所
管
す
る
財
務
・
総
務
室

総
務
グ
ル
ー
プ
の
担
当
者
と
と
も
に
文
書
館
員
が
各
業
務
組
織
を
訪
問
し
、
廃
棄

簿
案
に
基
づ
き
保
存
期
間
満
了
文
書
全
て
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
移
管
か
廃
棄
か
の
選

別
を
行
い
、
併
せ
て
廃
棄
予
定
文
書
に
は
文
書
館
が
確
認
し
た
こ
と
を
示
す
「
廃

棄
可
」
シ
ー
ル
を
貼
付
し
、
移
管
決
定
文
書
を
文
書
館
へ
と
運
搬
す
る
と
い
う
流

れ
で
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
体
制
に
よ
り
、
廃
棄
簿
案
と
実
際
の
保
存
期
間
が
異

な
る
フ
ァ
イ
ル
を
発
見
し
、期
間
満
了
未
満
と
し
て
廃
棄
簿
案
か
ら
削
除
す
る
等
、

現
用
文
書
の
確
認
に
係
る
作
業
も
実
施
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
廃
棄
と
判
断
さ
れ

た
文
書
は
、
各
業
務
組
織
に
お
い
て
機
密
性
の
保
持
等
に
配
慮
し
廃
棄
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
、
現
用
文
書
の
適
切
な
作
成
お
よ
び
保
存
管
理

を
担
保
し
、
恣
意
的
な
廃
棄
や
誤
廃
棄
の
予
防
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
。
移

管
作
業
は
、
財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
の
協
力
と
支
援
を
得
て
実
施
し
て
お

り
、
文
書
館
と
総
務
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
の
も
と
、
本
学
に
お
け
る
現
用
・
非
現

用
を
横
断
す
る
文
書
管
理
を
実
現
し
て
い
る
事
例
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
度
の
移
管
作
業
で
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
作
業
時
期
の
集
中
化
を
図
る

こ
と
と
し
た
。
作
業
は
、
繁
忙
期
を
避
け
て
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
集
中
さ

せ
、
作
業
予
定
週
間
を
提
示
し
て
希
望
日
を
照
会
し
、
回
答
に
基
づ
き
お
よ
そ

四
〇
以
上
の
業
務
組
織
を
訪
問
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
最
終
的
な
廃
棄
簿

の
作
成
提
出
期
限
を
年
末
と
す
る
日
程
と
し
た
。
文
書
館
は
、
こ
う
し
た
平
年
の

作
業
に
加
え
、
各
組
織
の
書
庫
整
理
等
に
伴
う
要
請
に
応
じ
て
文
書
の
選
別
移
管

作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
平
年
以
外
の
作
業
時
に
移
管
さ
れ
た
文
書
は
、
廃
棄
簿

案
に
基
づ
く
も
の
と
区
別
し
「
簿
外
」
移
管
文
書
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
公
文

書
分
室
の
開
室
に
よ
り
、
各
業
務
組
織
に
お
い
て
は
当
該
作
業
を
依
頼
し
や
す
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

昨
年
度
お
よ
び
今
年
度
の
移
管
フ
ァ
イ
ル
点
数
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
（
表

１
）。
昨
年
度
は
、平
年
作
業
以
外
の「
簿
外
」文
書
が
多
か
っ
た
た
め（
一
五
〇
一

点
）、
数
値
が
例
年
に
比
し
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
移
管
作
業
は
、

廃
棄
簿
案
へ
の
追
加
文
書
が
多
か
っ
た
と
い
う
点
が
特
徴
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
（
五
六
三
点
）。
廃
棄
簿
案
の
文
書
は
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
の
中

年　度 本部事務局 部局 計

平成22（2010） 657点 844点 1501点

平成23（2011） 361点 202点   563点

表１　移管法人文書点数

（平成24年３月９日現在）

か
ら
保
存
期
間
満
了
予
定
分
を
抽
出
し
た
も
の

で
、
管
理
簿
作
成
時
に
登
録
か
ら
漏
れ
た
も
の
ま

で
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
追
加
文

書
は
、
各
文
書
管
理
担
当
者
が
丹
念
に
フ
ァ
イ
ル

の
現
物
を
確
認
し
、
新
規
に
リ
ス
ト
化
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
初
め
て
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
移
管
文
書
の
点
数
を
記
載
し
た
数
字

だ
け
で
は
、
こ
う
し
た
事
情
を
明
ら
か
に
し
え
な

い
。
法
施
行
一
年
目
に
あ
た
り
、
各
担
当
者
が
特

に
労
力
を
割
い
て
作
業
に
あ
た
っ
た
こ
と
の
表
れ

で
あ
る
と
と
も
に
、
本
学
の
文
書
管
理
業
務
が
着

実
に
進
展
し
て
い
る
こ
と
の
一
例
で
あ
る
。

　

昨
年
同
様
、
今
年
度
も
要
請
に
応
じ
て
書
庫
整

理
及
び
確
認
作
業
を
実
施
し
、
簿
外
移
管
文
書
を

受
入
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
本
学
の
中
間
書
庫
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に
相
当
す
る
通
称
地
下
ピ
ッ
ト
の
文
書
に
つ
い
て
、
廃
棄
の
可
否
を
判
断
す
る
作

業
も
行
っ
た
。
こ
う
し
た
作
業
は
、
業
務
組
織
の
再
編
等
に
伴
い
今
後
ま
す
ま
す

増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
文
書
館
が
中
間
書
庫
管
理
の
一
端
を
担
う
こ
と
で
、

文
書
の
集
中
管
理
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
る
よ
り
効
率
的
な
文
書
管
理
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、各
組
織
の
業
務
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
応
じ
て
対
応
す
る
こ
と
も
検
討
し
、
ま
ず
は
財
務
関
係
に
お
い
て
年
度
末
に

選
別
・
移
管
作
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

法
人
文
書
の
移
管
・
選
別
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
解
決
す
べ
き
課
題
も
少

な
く
な
い
。
今
年
度
追
加
文
書
が
多
か
っ
た
と
い
う
実
績
を
踏
ま
え
、
次
年
度
以

降
も
現
用
か
ら
非
現
用
ま
で
の
一
元
的
管
理
の
実
践
に
向
け
て
、
更
な
る
効
率
化

を
図
り
た
い
。

二
、
内
閣
総
理
大
臣
報
告
事
項
に
係
る
調
査
票
へ
の
回
答

　

内
閣
総
理
大
臣
へ
の
報
告
の
た
め
の
調
査
は
、
平
成
二
三
年
一
〇
月
一
三
日
付

け
の
素
案
（「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
の
状
況
調
査
（
平
成
二
三

年
度
）
調
査
票
（
案
）」）
が
示
さ
れ
た
後
、
各
施
設
へ
の
現
地
調
査
及
び
意
見
交

換
等
を
踏
ま
え
て
作
成
さ
れ
た
平
成
二
四
年
三
月
九
日
付
け
の
最
終
案
「
平
成

二
三
年
度
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
及
び
利
用
の
状
況
調
査
（
案
）」
に
基
づ

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
終
案
は
、当
初
案
に
比
べ
て
体
裁
が
大
き
く
変
更
さ
れ
、

現
状
確
認
事
項
と
実
績
報
告
と
に
区
分
け
し
、
項
目
を
厳
選
す
る
な
ど
の
改
善
が

み
ら
れ
る
も
の
の
、
当
初
案
の
内
容
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
最

終
案
が
今
後
の
調
査
の
定
型
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　

調
査
項
目
は
、
現
況
確
認
事
項
と
し
て
①
規
程
等
の
整
備
、
②
保
存
の
措
置
、

③
書
架
の
管
理
体
制
、
④
専
用
書
庫
の
管
理
体
制
、
⑤
閲
覧
室
の
整
備
の
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
政
令
指
定
の
際
の
提
出
書
類
で
も
報

告
が
求
め
ら
れ
た
事
項
で
あ
り
、
①
の
規
程
類
に
お
い
て
新
た
に
整
備
す
る
必
要

が
生
じ
た
事
前
審
査
の
方
針
や
複
製
物
作
成
計
画
等
な
ど
、
法
施
行
後
の
追
加
事

項
と
と
も
に
改
め
て
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
利
用
請
求
の
数
値

等
の
実
績
報
告
事
項
に
つ
い
て
は
、（
１
）
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、（
２
）

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
請
求
及
び
利
用
決
定
、（
３
）
延
長
手
続
、（
４
）
特

定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
、（
５
）
異
議
申
立
て
、（
６
）
特
定
歴
史
公
文
書
等
の

利
用
の
促
進
、（
７
）
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
廃
棄
、（
８
）
公
文
書
管
理
に
係
る

研
修
等
の
実
施
、（
９
）そ
の
他
の
９
項
目
に
つ
い
て
の
報
告
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
に
基
づ
く
報
告
事
項
は
、
法
に
基
づ
き
示
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

項
目
が
守
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
、
以
て
適
切
な
文
書
管
理
の
成
否
を
は
か
ろ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
各
項
目
を
一
つ
一
つ
確
認
す
る
た
め
、
こ
う

し
た
内
容
に
な
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
調
査
は
、
平
成
二
三
年
四
月
以
降
毎

月
実
施
さ
れ
て
き
た
「
国
立
公
文
書
館
等
に
お
け
る
利
用
請
求
等
の
状
況
」
調
査

お
よ
び
、
第
一
〇
回
公
文
書
管
理
委
員
会
に
お
け
る
配
布
資
料
作
成
の
た
め
に
同

年
八
月
に
実
施
さ
れ
た
も
の
等
、「
調
査
票
（
案
）」
の
内
容
を
予
想
さ
せ
る
予
備

調
査
の
よ
う
な
も
の
が
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に

お
い
て
は
、
非
現
用
と
な
っ
た
文
書
の
国
立
公
文
書
館
等
へ
の
移
管
を
保
証
す
る

も
の
が
ど
こ
に
も
な
く
、
本
学
が
実
施
す
る
法
人
文
書
の
選
別
移
管
作
業
の
よ
う

な
現
用
か
ら
非
現
用
に
わ
た
る
文
書
管
理
に
係
る
も
の
が
、
直
接
調
査
対
象
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
状
況
に
な
い
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
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公
文
書
管
理
委
員
会
に
向
け
て
実
施
さ
れ
た
調
査
の
結
果
は
、
第
一
〇
回
公
文

書
管
理
委
員
会
に
お
け
る
配
布
資
料
一

－

三
「
公
文
書
管
理
法
の
施
行
状
況
（
公

文
書
管
理
制
度
の
周
知
（
国
立
公
文
書
館
等
の
取
組
））」
お
よ
び
資
料
二
「
国
立

公
文
書
館
等
に
お
け
る
利
用
請
求
の
状
況
」と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（http://

w
w
w
8. cao.go.jp/koubuniinkai/iinkaisai/2011/20110908haifu.htm

l

）。

こ
れ
を
見
る
と
、「
専
門
的
技
術
的
助
言
の
実
施
」
と
し
て
国
立
公
文
書
館
が
行

政
機
関
に
よ
っ
て
廃
棄
と
判
断
さ
れ
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
移
管
が

適
当
と
す
る
専
門
的
技
術
的
助
言
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
が
特
記
事
項
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
法
に
基
づ
い
て
国
立
公
文
書
館
が
実
施
し
う
る
こ

と
が
移
管
に
つ
い
て
の
「
助
言
」
に
止
ま
る
と
制
限
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
続
く
研
修
の
実
施
、
講
師
派
遣
の
実
施
、
展
示
会
の
開
催
状
況
、

そ
の
他
の
取
組
の
各
状
況
に
つ
い
て
は
、
各
国
立
公
文
書
館
等
が
従
前
か
ら
独
自

に
実
施
し
て
き
た
項
目
を
改
め
て
列
挙
し
、
既
に
実
施
済
み
の
も
の
も
法
施
行
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
実
施
し
た
よ
う
に
示
し
た
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
は
、
法
に
基
づ
く
国
立
公
文
書
館
等
施
設
に
求
め
ら
れ
る
要
件

が
、
利
用
請
求
へ
の
対
応
と
保
存
環
境
の
保
全
、
利
用
促
進
の
た
め
の
活
動
の
実

施
状
況
の
三
点
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
報

告
事
項
に
お
い
て
も
、
公
文
書
管
理
法
の
公
布
に
際
し
強
調
さ
れ
た
移
管
の
促
進

と
い
う
側
面
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と

考
え
る
。
調
査
票
案
で
は
、「
移
管
受
入
件
数
」
と
し
て
受
入
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
数
値
の
報
告
を
求
め
て
い
る
も
の
の
、
保
存
管
理
の
対
象
と
し
て
関
心
が
払
わ

れ
た
故
の
も
の
と
思
わ
れ
、
移
管
に
係
る
国
立
公
文
書
館
等
の
業
務
自
体
が
法
の

範
疇
に
な
い
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
用
の
法
人
文

書
に
つ
い
て
は
、
法
第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
「
法
人
文
書
の
管
理
状

況
の
調
査
（
平
成
二
三
年
度
）
調
査
票
（
案
）」
が
示
さ
れ
、
本
学
に
お
い
て
は

財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
が
対
応
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
に
お
い
て
は
、
保

存
期
間
が
満
了
し
た
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
移
管
、
廃
棄
、
保
存
期
間

延
長
の
各
フ
ァ
イ
ル
数
が
報
告
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
国
立
公
文
書
館
等
施
設

を
有
す
る
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て
は
、
現
用
・
非
現
用
の
相
互
横
断
的
な
調
査

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
困
難
も
し
く
は
不
要
と
判
断
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

か
く
し
て
、
国
立
公
文
書
館
等
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
と
そ
の
た
め

の
保
存
の
機
能
が
充
実
し
た
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
文
書
管
理
業

務
は
、
利
用
の
促
進
を
図
れ
ば
適
切
に
進
捗
す
る
と
い
う
も
の
で
は
全
く
な
く
、

報
告
事
項
に
掲
げ
ら
れ
た
展
示
や
見
学
な
ど
に
よ
る
利
用
や
、
そ
の
人
数
の
増
加

を
目
指
す
こ
と
と
は
別
個
の
業
務
で
あ
る
。
政
令
指
定
を
受
け
た
各
機
関
は
、
保

存
管
理
、
公
開
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
充
分
な
実
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の

の
、
そ
う
し
た
対
応
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
全
く
な
い
ど
こ
ろ
か
、
更
な
る
人

寄
せ
を
新
た
な
業
務
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
法

施
行
は
公
開
へ
の
期
待
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
公
開
に
至
る
前

提
と
な
る
移
管
の
仕
組
み
が
整
わ
な
い
こ
と
に
は
意
味
が
な
く
、
法
に
基
づ
き
公

開
促
進
を
要
求
す
る
だ
け
で
は
残
念
な
が
ら
片
手
落
ち
で
あ
る
。

　

報
告
の
項
目
に
つ
い
て
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
掃
除
機
の
フ
ィ
ル
タ
ー
へ
の

言
及
が
あ
っ
た
の
み
の
空
気
清
浄
に
つ
い
て
、
今
般
の
調
査
で
は
書
庫
の
管
理
体

制
に
「
空
気
清
浄
の
状
況
」
と
い
う
項
目
が
追
加
さ
れ
、「
空
気
清
浄
器
の
二
四

時
間
使
用
」
と
の
例
示
が
あ
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
な
い
項
目
が
な
ぜ
報
告
事
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項
と
さ
れ
た
の
か
、
予
算
措
置
へ
の
配
慮
が
な
い
状
況
下
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
。
今
回
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
無
視
し
た
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
も
、
こ

の
項
目
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
根
拠
が
何
か
他
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
適
切
な
保
存
環
境
の
基
準
を
示
し
た
は
ず
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

へ
の
信
頼
が
揺
ら
ぐ
ば
か
り
か
、「
実
施
」
の
欄
に
○
印
が
な
け
れ
ば
保
存
管
理

が
不
適
切
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
の
憶
測
を
禁
じ
得
な
い
。
せ

め
て
、
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
事
前
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

法
の
問
題
点
は
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が（

１
）、

法
施
行
に
あ

た
っ
て
行
わ
れ
た
各
種
説
明
会
や
国
立
公
文
書
館
開
催
の
研
修
に
お
い
て
、
法
に

よ
り
現
用
か
ら
非
現
用
ま
で
の
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
明
確
に
な
り
、
国
立

公
文
書
館
へ
の
移
管
の
促
進
が
図
ら
れ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
た（

２
）。

こ
の
原
点
に

た
っ
て
、
何
を
文
書
管
理
の
要
諦
と
み
な
す
か
を
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
の
開
催

　

文
書
館
で
は
、
平
成
二
〇
年
度
か
ら
本
学
の
新
採
用
者
基
礎
研
修
、
中
堅
職
員

研
修
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
別
の
研
修
に
お
い
て
、
文
書
管
理
に
関
す
る
講
義
等
を
提

供
し
て
き
た
。
今
年
度
は
、
法
施
行
に
係
る
新
規
事
業
と
し
て
、
島
根
大
学
お
よ

び
広
島
大
学
の
要
請
に
よ
り
中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研

修
を
実
施
し
た
。
開
催
の
経
緯
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
、『
平
成
二
三
年
度
中
国
・

四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
報
告
書
』（
平
成
二
四
年
三
月
刊

行
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
今
年
度
の
研
修
の
概
要
は
、
表
２
に
掲
げ
た
。

開催日 研修名 講義等タイトル 受講者数

４月18日 平成23年度広島大学
新採用者基礎研修

「公文書の適正な管理につい
て」（小池聖一） 16名

９月15日

広島県市町公文書等
保存活用連絡協議会
平成23年度第１回研
修会

「公文書管理法と大学文書
館」（小池聖一）、「広島大学
の文書管理の実情について」
（岡田泰司）、「広島大学文書
館施設見学（公文書関係）」
（村上淳子）

32名

９月30日
公文書管理法及び文
書管理に関する説明
会

「公文書管理法について」
（小池聖一） 48名

11月２日 平成23年度広島大学
中堅職員研修

「公文書管理法の下での法人
文書管理」（小宮山道夫） 29名

12月12～
13日

平成23年度中国・四
国地区国立大学法人
等公文書管理研修

「日本の公文書館」（大濱徹
也）、「公文書管理法と大学
文書館」（小池聖一）、「文書
管理（理論）」（石田雅春）、「広
島大学における法人文書管
理規則の運用等について」
（岡田泰司）、「広島大学文書
館における法人文書の移管
選別作業」（村上淳子）

28名

　

法
に
基
づ
く
研
修
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
二
条
第
一
項
に
お
い
て
行
政

機
関
の
長
及
び
独
立
行
政
法
人
等
に
よ
る
実
施
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定

に
基
づ
き
、
広
島
大
学
法
人
文
書
管
理
規
則
第
二
六
条
に
お
い
て
、
総
括
文
書
管

理
者
に
よ
る
研
修
の
実
施
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
大
学
文
書
館
特
定
歴
史

公
文
書
等
利
用
等
規
則
第
三
十
条
第
二
項
で
は
、
文
書
館
長
に
よ
る
研
修
の
実
施

が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
学
に
お
い
て
は
、
総
括
文
書
管
理
者
と
国
立
公
文
書
館

表２　平成23年度における研修の実施状況
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等
の
長
に
よ
る
研
修
を
一
本
化
し
て
捉
え
て
い
る
。
今
回
研
修
に
参
加
し
た
中

国
・
四
国
地
区
の
国
立
大
学
法
人
等
各
機
関
に
お
い
て
も
、
こ
の
研
修
を
各
機
関

の
法
人
文
書
管
理
規
則
に
の
っ
と
っ
た
総
括
文
書
管
理
者
に
よ
る
も
の
と
み
な

し
、
自
前
で
開
催
す
る
こ
と
の
負
担
を
極
力
避
け
た
い
思
い
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、各
種
研
修
に
職
員
を
参
加
さ
せ
る
と
い
う
規
定
に
つ
い
て
は
、

法
第
三
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
立
公
文
書
館
が
開
催
す
る
研
修
に
職
員
を
派

遣
す
る
等
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
地
方
に
あ
っ
て
は
東
京
へ
の
旅
費
等
の
負

担
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
国
立
公
文
書
館
が
行
政
機
関
の
職
員
に
対
し
て
実
施

し
て
い
る
「
出
前
」
研
修
の
よ
う
な
形
態
は
、
行
政
機
関
の
職
員
の
み
な
ら
ず
国

立
大
学
法
人
等
独
立
行
政
法
人
の
職
員
に
対
し
て
も
、
受
講
可
能
な
体
制
を
整
え

る
こ
と
が
今
後
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
公
文
書
管
理
研
修
を
通
し
て
、
法
施
行
後
文
書
管
理
担
当
者
の
研
修
へ

の
ニ
ー
ズ
が
よ
り
具
体
的
か
つ
実
務
的
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。国
立
大
学
法
人
を
は
じ
め
と
す
る
独
立
行
政
法
人
等
に
お
い
て
は
、

法
に
基
づ
き
国
立
公
文
書
館
へ
の
移
管
が
可
能
と
な
る
と
さ
れ
た
が
、
各
機
関
が

移
管
す
べ
き
文
書
と
は
何
か
と
い
う
疑
問
に
応
え
る
も
の
が
明
示
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
。
そ
う
し
た
疑
問
に
応
対
す
る
た
め
に
は
、
各
機
関
に
お
け
る
文
書
管
理

の
現
状
を
踏
ま
え
、
組
織
の
足
跡
の
証
と
な
る
文
書
と
は
何
か
を
、
文
書
管
理
担

当
者
が
模
索
で
き
る
よ
う
な
機
会
が
必
要
と
考
え
る
。
今
回
の
中
国
・
四
国
地
区

の
研
修
は
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
な
る
機
会
と
し
て
、
今
後
の
継
続
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
は
、
広
島
県
立
文
書
館
と
の
間
で
「
災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・
資
料

保
護
に
関
す
る
相
互
協
力
協
定
」
を
締
結
し
、
同
館
が
事
務
局
を
務
め
る
広
島
県

市
町
公
文
書
等
保
存
活
用
連
絡
協
議
会
の
平
成
二
三
年
度
第
一
回
研
修
会
を
本
学

中
央
図
書
館
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
実
施
し
た
ほ
か
、
筆
の
里
と
し
て

知
ら
れ
る
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
の
役
場
文
書
の
整
理
作
業
を
共
同
で
実
施
す
る

な
ど
、
多
方
面
で
協
力
関
係
を
深
め
た
年
で
あ
っ
た
。
相
互
協
力
協
定
に
つ
い
て

は
、
本
号
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
（
石
田
雅
春
「「
災
害
等
の
発
生
に
伴
う
史
・

資
料
保
護
に
関
す
る
相
互
協
定
書
」
の
締
結
に
つ
い
て
」）。
広
島
県
立
文
書
館
が

毎
年
開
催
し
て
い
る
研
修
「
行
政
文
書
・
古
文
書
保
存
管
理
講
習
会
」
へ
は
今
年

度
も
参
加
し
、
最
新
の
技
術
や
情
報
等
を
習
得
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
し
て
い

る
。
公
文
書
管
理
法
は
、
行
政
文
書
管
理
、
法
人
文
書
管
理
と
も
に
一
つ
の
法
律

で
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
県
等
の
行
政
機
関
に
お
け
る
文
書
管
理
や
公

文
書
館
の
業
務
、
課
題
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な
業
務

に
つ
な
が
る
事
例
を
幅
広
く
学
ぶ
好
機
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

四
、�

審
査
結
果
の
記
載
及
び
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
措
置
予
定
の

策
定
に
つ
い
て

　

文
書
館
は
、
移
管
法
人
文
書
の
目
録
を
作
成
し
、
閲
覧
室
に
備
え
て
公
開
し
て

い
る
。平
年
の
移
管
作
業
に
お
け
る
移
管
文
書
の
目
録
作
成
実
績
は
、一
〇
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
あ
る
。
目
録
は
、
エ
ク
セ
ル
で
作
成
し
て
お
り
、
閲
覧
室
内
の
パ
ソ
コ

ン
で
デ
ー
タ
検
索
が
可
能
で
あ
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
公
開
に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
ル

ス
対
策
、
改
竄
防
止
措
置
等
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
が
多
く
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
動
向
を
見
極
め
た
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
員
も
予
算
も
限
ら
れ
て
い

る
小
さ
な
組
織
に
お
い
て
相
応
の
時
間
を
割
い
て
対
応
す
る
余
裕
が
な
い
と
い
う
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の
が
実
情
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
教
職
員
サ
イ
ト
で

の
学
内
公
開
に
向
け
て
準
備
を
進
め
、
次
年
度
以
降

の
掲
載
実
施
を
目
指
す
と
と
も
に
、
事
前
審
査
結
果

の
記
載
を
完
了
し
た
も
の
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
た
（
表
３
）。

　

法
施
行
に
あ
た
り
、
事
前
審
査
の
方
針
に
基
づ
き

公
開
・
非
公
開
を
判
断
す
る
審
査
を
実
施
し
、
目
録

に
審
査
結
果
の
表
示
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
従
来
は
、基
本
的
に
移
管
法
人
文
書
全
て
を「
要

審
査
」
の
扱
い
と
し
、
閲
覧
利
用
請
求
を
受
け
付
け

た
時
点
で
公
開
の
可
否
を
判
断
す
る
と
い
う
方
法
を

と
っ
て
き
た
。
事
前
に
目
録
の
全
て
に
つ
い
て
審
査

を
実
施
す
る
こ
と
は
、
公
開
利
用
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
望
ま
し
い
方
法
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

会
へ
の
諮
問
と
い
っ
た
局
面
ま
で
を
想
定
し
て
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
負
担

の
増
加
を
感
じ
な
い
現
場
担
当
者
は
い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

一
部
公
開
と
判
断
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
マ
ス
キ
ン
グ
や
袋
掛
け
等
の
措
置
を

施
し
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
も
公
開
促
進
業
務
の
一
つ
と
し
て
国
立
公
文
書
館
等
に

課
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
定
の
時
間
を
要
す
る
作
業
で
あ
り
、
閲
覧
利
用

請
求
を
見
越
し
て
前
も
っ
て
準
備
を
進
め
て
お
く
こ
と
は
難
し
い
。文
書
館
で
は
、

こ
う
し
た
公
開
の
た
め
の
業
務
に
先
立
ち
、
劣
化
し
た
文
書
を
保
護
す
る
保
存
容

器
を
作
成
し
、
適
切
な
保
存
環
境
の
維
持
に
務
め
て
い
る
。
保
存
容
器
の
作
成
方

法
は
、広
島
県
立
文
書
館
よ
り
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
授
さ
れ
た
も
の
で
、糊
や
粘
着
テ
ー

プ
を
一
切
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
中
性
の
ボ
ー
ド
紙
と
綿
テ
ー
プ
を
用
い
て
手
作

り
で
帙
装
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
公
開
審
査
を
実
施
し
た

一
九
九
八
年
総
務
部
総
務
課
移
管
文
書
を
中
心
に
、
三
一
一
点
の
文
書
に
つ
い
て

作
成
し
た
。
併
せ
て
、
目
録
情
報
を
シ
ー
ル
で
作
成
し
て
貼
付
し
、
表
題
が
隠
れ

て
見
え
な
く
な
る
難
点
を
解
消
し
て
い
る
。

　

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
は
、
ゆ
く
ゆ
く
は
国
立
公
文
書
館
が
運
用
す
る
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
で
の
横
断
検
索
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
文
書
・
法
人
文
書
共
通
の
現
用
文
書
管
理
の
シ

ス
テ
ム
に
載
せ
て
運
用
す
る
こ
と
も
、
将
来
構
想
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

場
合
、
本
学
で
運
用
し
て
い
る
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
と

す
る
既
存
の
シ
ス
テ
ム
が
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
る
。
文
書
館
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を

検
討
中
で
あ
り
、
こ
れ
と
異
な
る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
は
全
く
の
ゼ
ロ
か

ら
新
規
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
相
応
の
予
算
措
置
が
不
可
欠
で
あ

文 書 群 名 点数

1998年総務部改革移転関係移管文書 544点

1998年総務部総務課移管文書 730点

表３　審査結果記載完了点数

（平成24年３月９日現在）

フ
ァ
イ
ル
の
中
身
を
一
点
一
点
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
フ
ァ
イ
ル
の
表
題
と
は
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
も
の
が
綴
ら
れ
、
そ
の
中
に
個
人
情
報
に
該
当
す
る
も
の
が

含
ま
れ
る
と
い
う
場
合
が
あ
る
。フ
ァ
イ
ル
の
表
題
が
同
一
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

作
成
組
織
に
よ
っ
て
表
題
の
捉
え
方
が
異
な
り
、
綴
ら
れ
た
内
容
も
組
織
毎
に
異

な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
審
査
は
、
あ
ら
か
じ
め
策
定
し
た
事
前
審
査
の
方
針

に
沿
っ
て
、
フ
ァ
イ
ル
の
表
題
等
を
頼
り
に
あ
る
程
度
の
判
断
を
つ
け
た
と
し
て

も
、
フ
ァ
イ
ル
一
冊
を
丁
寧
に
繰
り
個
人
情
報
等
の
有
無
を
確
認
す
る
と
い
う
作

業
が
避
け
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
公
開
が
限
定
さ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
利
用
請
求

権
に
基
づ
く
利
用
請
求
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
不
服
申
立
て
や
公
文
書
管
理
委
員
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村上淳子　　平成23年度公文書室業務報告

る
。
そ
し
て
、
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
本
学
の
文
書
管
理
の
進
展
に
ど
の
よ
う
な

利
点
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
を
含
め
た
検
討
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

最
後
に
、
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
へ
の
措
置
予
定
の
記
載
状
況
に
つ
い
て

触
れ
た
い
。
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ

い
て
、保
存
期
間
満
了
後
の
措
置
予
定
の
策
定
を
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
依
頼
さ
れ
、

順
次
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
措
置
予
定
は
、
文
書
作
成
の
段
階
で
あ
ら
か
じ
め
記

載
し
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
法
の
要
の
一
つ
と
い
え

る
。
文
書
作
成
将
来
の
移
管
、
廃
棄
に
つ
い
て
、
本
学
で
は
非
現
用
部
門
で
あ
る

文
書
館
が
コ
ミ
ッ
ト
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
こ
の
作
業
は
膨
大
な
時
間
と
労
力

を
伴
う
も
の
で
あ
る
が
、
法
施
行
一
年
目
の
業
務
と
し
て
、
現
用
部
門
と
非
現
用

部
門
と
が
協
力
し
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
結
び
と
し
た
い
。

註（
１
）
小
池
聖
一
「
公
文
書
管
理
法
に
お
け
る
「
歴
史
公
文
書
」
と
「
特
定
歴
史
公
文
書
」

－

そ
の
生
成
過
程
と
問
題
点

－
『
広
島
大
学
文
書
館
紀
要
』
第
一
三
号
、
二
～

二
〇
頁
、
平
成
二
三
年
三
月
、
西
山
伸
「
公
文
書
管
理
法
の
問
題
点

－

国
立
大
学

法
人
の
立
場
か
ら

－
」『
日
本
史
研
究
』
第
五
九
二
号
、
五
〇
～
五
九
頁
、
平
成

二
三
年
一
二
月
な
ど
。

（
２
）
国
立
公
文
書
館
開
催
平
成
二
二
年
度
公
文
書
保
存
管
理
講
習
会
に
お
け
る
講
義

「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
な
ど
。

（
む
ら
か
み
　
じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）


